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水道事業は、原則として市町村が経営し、事業に必要な経費は水道料金で賄う独立採算制と
なっています。（水道法第６条）（地方公営企業法第17条の２）

⻑野市では、篠ノ井、川中島、更北及び信更地区の一部を県企業局（県営水道）が、その他
の地域を⻑野市上下水道局（市営水道）が、取水から浄水処理を行い各家庭へ給水を行ってい
ます。

はじめに
水道事業は、皆様からの水道料金で運営していますが、将来の人口減少による料金収入の減少

や老朽化施設の更新費用の増加などが見込まれます。
加えて、ベテラン職員の大量退職と少子化による担い手不足、多発する大規模災害への対応な

どから、水道事業の経営は、年々厳しさを増しています。
現在、県企業局、上⽥市、千曲市、坂城町及び⻑野市では、これらの課題に対応するため、将

来を見据え、広く事業体間の連携による地域にふさわしい水道事業のあり方について、「上⽥⻑
野地域水道事業広域化研究会」を設置し、研究、検討を重ねています。

最近、和歌山市や静岡市において、施設の老朽化や災害などにより大規模な断水が⻑期にわた
り発⽣しました。出るのが当たり前と思っていた水が突然出なくなり、住⺠の皆様は、改めて⽣
活に水道水は欠かせないものと実感されています。

皆様に最も身近な水道事業の将来について、考えてみませんか。

水源から安全な水が届くまで（水道事業の流れ）

長野市上下水道局では、水道事業の将来を考え
「水道事業の広域化」について検討しています
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⑥ 皆様の
ご自宅へ

を図り、水道の基盤を強化することによって、市⺠の皆様の健康と生活の向上に貢献することです。

※基盤を強化するとは、水道事業に係る人的（ヒト）・物的（モノ）・財政的（カネ）な基盤を強化することです。

※

私たち（⻑野市上下水道局、県企業局）の使命は、
水道事業の使命

「安全・安心な水の供給」 「強靭な水道施設の実現」「水道の持続性の確保」

※水道水をお届
けするためには
多くの施設を必
要とします。

出典：内閣府「政府広報オンライン」

水道の将来をみんなで考えてみませんか
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⽔道料⾦の値上げの
幅を小さくし、将来を
担う世代の負担を減
らします

水道事業に携わる
専門人材の育成・確
保ができるようになり
ます

配水池

広域化（事業の統合）による効果

水道事業が抱えるこれらの課題に対し、独立採算によ
り健全経営を維持するには、水道料金の大幅な値上げと
水道事業に係る経費の相当な削減が必要となります。

このため、上⽥⻑野間の４つの水道事業体（右図）が
広域化（広域連携）することで、高低差を利用した自然
流下による水道水の運用とスケールメリットを活かし、
将来の水道料金の値上げを抑制し、経費の削減を図り、
基盤を強化することができないか検討しています。

千曲川

犀川

万葉橋

染屋浄水場
諏訪形浄水場

犀川浄水場

四ツ屋浄水場

Ｒ１ 50年後

約22億円

Ｒ51

33％減少

職員数
48人

44人
26人

41％減少
H15 R1 R51

8％減少

なぜ今、広域化（広域連携）の検討をするのか

広域化を検討している区域（全体で約59万人）

２

人口減少などにより、
料金収入が大幅に減少

施設の老朽化などによ
り、維持管理や更新に
膨大な費用が必要

水道事業を支える
人材不足

Ｒ１ 50年後

約39億円

Ｒ51

35％減少

課題
１

課題
2

課題
３

職員数
136人

110人 70人

19%減少 36％減少
H15 R1 R51

県営水道

市営水道

県営水道

市営水道

県営水道

市営水道

50年後

50年後

水道事業は様々な課題に直面しています
将来予測から見える課題には次のようなものがあります。

近年多発する大規模災
害時などの緊急時の対
応が必要（危機管理対
策）

課題
４

課題１、課題２は研究会の財政シミュレーショ
ンより、課題３は将来推計人口と同じ割合で減
少した場合

最近の大規模断水の事例

和歌山市：老朽水道橋の落下
６万⼾断水

静岡市 ：台風災害
6.3万⼾断水

（約27万人）

（約0.7万人）

（約18万人）

（約13万人）

⻑野市営水道

千曲市営水道

県営水道

上⽥市営水道

（ ）内は現在の給水人口

送⽔管の二重化
千曲川の右岸に国の
補助⾦を活⽤し、新た
に送水管（赤線）を
整備することで緊急時
でも⽔道⽔が供給で
きるようになります

0

50

R1 R51

0

50

R1 R51

約47億円 約63億円

約30億円 約36億円

約1.3倍増加

約1.2倍増加

（億円）

（億円）
料金収入

約33億円

料金収入

約60億円

１ ⻑野市上下水道局単体で事業を継続していくよりも、経費
の削減、災害時の対応強化、必要な人材の確保を図ることが
でき、より水道の基盤を強化することができます。

浄水場

国の財政支援により、配水池や
浄水場、水道管などの⽔道設
備の更新や耐震化が進みます



長野市上下水道局では、以下のように検討を進め、市民の皆様のご意見をお聞きし、将来の水道
事業のあり方について方向性を出していきたいと考えております。

経過と今後

平成30年公布
水道の基盤強化、水
道事業者間の連携等
の推進が追加

関係市町の首長に
よる知事要望

将来の財政シミュ
レーション結果の公
表

研究会の検討状況
について説明会を
開催します

「上田長野地域水道
事業広域化研究会」
を設置

市民意見を踏まえ
検討を行い方向性
をとりまとめます

広域化（事業の統合）することで以下の効果と課題があることが示されました。

・国の財政支援の活用や経費削減により、水道料金の値上げが抑制できます。

・送水管の二重化などの整備により、上田長野間の地域全体で緊急時の対応がより強化され、

災害時などの非常時に備えることができます。

・一定規模の職員を確保することで、専門人材の確保・育成や危機管理体制の強化を図ること

ができます。

・一方で、広域化のデメリットとしては、お客様窓口を集約化した場合にサービスの低下を招

いたり、各自治体の意向が反映されづらくなるとも言われています。今後、それらを補う対

策を検討します。

467億円の効果は、経営面からすると年間９億円以上の経費削減した場合と同等となります。

県知事要望 検討結果公表

方向性のとりまとめ水道法改正

市民説明会

研究会設立 地区役員説明会

住民自治協議会役員
説明会

効果と課題（まとめ）

２ 国からの財政支援が得られることや、事業規模の拡大による経営の効率化が図られることに

より、将来の水道料金の値上げを抑制することができます。

３

H30 R3 R4

（次ページをご覧ください）

経営面の効果

（上田長野地域水道事業広域化研究会報告書（令和４年３月公表）より）

利用者の効果

「供給単価」とは水道水１㎥あたりの販売単価です。

50年間の削減効果

市営水道 361億円

県営水道 （上田市～長野市） 192億円

長野市全体 市営水道＋県営水道 467億円

事業体別 平均年間１人当たりの削減効果

3,564円/人/年

2,753円/人/年

3,340円/人/年



⾧野市上下水道局
総務課 ☎ 224-5070（直通）

✉ suisomu@city.nagano.lg.jp
水道整備課 ☎ 224-5073（直通）

✉ suiseibi@city.nagano.lg.jp       
FAX: 224-5114（共通）

現在、私たちが検討を進めている広域化（広域連携）の検討状況について説明会を開催し、
中間報告をさせていただきます。多くの皆様に参加していただき、ご意見をお聞かせください。

※事前のお申込み・予約は不要です。

４

住民自治協議会役員説明会での主なご質問・ご意見
質問
・広域化した場合、水道料金はどうなるのか

⇒事業統合することで国の財政支援を活用し、施設整備を進めることで料金の値上げを抑制
することができると見込んでいます。

・広域化した場合の経営はどうなるのか
⇒事業統合した場合、⾧野市も参画した企業団（経営事務を共同で行う一部事務組合）によ

る経営を考えています。
民営化は考えていません。

意見
・水道はなくてはならないものなので、適切な経営をしてもらいたい。
・組織の合理化による住民サービスの低下、事故や災害時にもサービスの低下にならないよう

に進めてほしい。

水道事業は、市民生活に必要不可欠なライフラインとして、生命と暮らしを守るという極め
て重要な役割を担っています。

今回は、水道事業の広域化について検討経過の一部をお知らせしましたが、引き続き市民の
皆様と一緒に将来の水道事業のあり方について検討してまいります。

なお、研究会でまとめた検討状況は、上下水道局のホームページからご覧いただけます。
ご不明な点や広域化についてのご意見は、ｅメールまたは電子申請でお願いします。

▶とき／11月24日（木）19：00～
▶ところ／松代文化ホール

▶とき／11月29日（火）14：00～
▶ところ／東部文化ホール

▶とき／11月20日（日）14：00～
▶ところ／生涯学習センター 大学習室１

（TOiGO WEST ４階）

上下水道局ホームページ
ご意見はこちら
（電子申請）

TOiGOパーキングをご利用
ください。（有料）

▶とき／11月27日（日）14：00～
▶ところ／篠ノ井総合市民センター


